


































2019 年 3 月
立教大学社会学部・同研究科教授。日本におけ
る環境教育／ESDのパイオニアとして多様なス
テークホルダーと共に環境教育／ESDの国内外
での推進に取り組んでいる
立教大学ESD研究所所長
阿部 治
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豊島区、そして西池袋をいつまでも住み続けたいと思える場所にしていくため
に、立教大学ESD研究所、西池袋南町会、NPO法人ゼファー池袋まちづくり、
NPO法人としまNPO推進協議会、NPO風土-Kazetsuchi-、マテックス株式会社
のメンバーが集まって、2014年3月に、「としまちプロジェクト運営協議会（会
長　阿部治）」を設立しました。　
協議会では、いつまでも住み続けたいまちをつくるためには何をしていけば良
いのかを考えてきました。そして、住みたいと思えるまちについて4つの目標を
立てました。その中の一つが、「人と自然をつなぐまち」です。
としまグリーンキッズプロジェクトは、「人と自然をつなぐまち」をつくってい
くことを目的として、2017年にスタートしました。子どもたちに対して、豊島
区にある自然に気づき、楽しみ、自然を見る目を育ててもらいたい。そして、豊
島区を好きになってもらいたいという気持ちで企画をしています。
としまちプロジェクト運営協議会・参加団体
・立教大学ESD研究所
・西池袋南町会
・NPO法人ゼファー池袋まちづくり
・NPO法人としまNPO推進協議会
・NPO風土-Kazetsuchi-
・マテックス株式会社
・その他個人での参加
（2019年3月現在）
としまちプロジェクト運営協議会とは
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学びの工夫
プログラムのデザイン
としまグリーンキッズプロジェクトでは、子どもたちが住んでいる地域や、その
周辺の自然はどうなっているのか、どのような自然が地域にあるのかを、体験しな
がら学んでもらいます。
今回の講座では、池袋の森を歩き、生きものを見つけて図かんにするという活動
によって、都会の自然を体系的に学べる内容にしています。
①生きものをつかまえることによって、生きものがどんなところでどのように暮ら
しているのかを知る。
②見つけた動植物の長さを測ることによって、生きものの体の特ちょうをつかむ。
③図かんを使って見つけた生きものの名前を調べることによって、その特ちょうを
さらに知る。
④スケッチをすることによって、生きものの体を細かく観察する。
そのほか、地元の大人たちがスタッフとして参加することで、いろいろな世代間
での会話や、地域のことや昔の遊びなどについて知ることができます。
以下のステップで、学習プログラムを構成しています。
ステップ１ 知る・気づく・学ぶ
・池袋の森（地域の森）とはどんな森なのか、守る活動について学ぶ。
・自然（生きもの）の見方、関わり方について学ぶ。
・自然の中に入る時に気をつけることを学ぶ。
・池袋の森を歩いて、生きものを見つけてつかまえる。
ステップ2 調べる
・つかまえた生きものの体長を測る。
・観察してつかまえた生きものの特ちょうを見つける。
・図かんを使って生きものの名前を調べる。
ステップ3 まとめる
・生きもの図かんに、生きものの名前、特ちょうを書く。
・ルーペを使ってしっかりと生きものを観察し、スケッチする。
・自分だけの生きもの図かんをつくる。
ステップ4 発信する
・つくった生きもの図かんをみんなの前で発表する。
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講師からのメッセージ
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林床に無数にいる小さなアカガエル、石の下で暑さをしのぐ
ヒキガエル、葉っぱにとまるトウキョウヒメハンミョウ、アブ
ラゼミやニイニイゼミ等たくさんの生きものを子どもたちは見
つけて観察してくれました。トンボを追いかけすぎて池にはま
った子もいました。セミやトンボを見つけると大人も子どもも、
虫取り網を持って走っているのが印象的でした。
“理科離れ”が叫ばれていますが、「虫をつかまえたい！」「虫を飼ってみたい！」という気持ちは
今の子どもも、変わらないということを改めて感じました。身近な自然を破壊し、つかまえることを
禁止してしまう大人に責任があると思います。残った自然を守り、子どもたちに自然とふれあえる場
をつくる必要があるのではないでしょうか。そして何よりも、今よりもたくさんあった自然の中で遊
んできた私たち大人が、グリーンキッズの先輩として自らお手本になることが大事です。素早く飛
び回るアオスジアゲハを虫取り網でパッとつかまえた阿部先生の周りに目をキラキラさせて駆け寄
る子どもたちを見てそう感じました。
私は普段から生きものを相手にしているため、他の方に比べると注意して生きものを見ています
が、豊島区のように自然が少ない場所では、「何も大した生きものはいないだろう」と決めつけてし
まい、どうしても健気に暮らしている生きものを見逃してしまっていることも多いようです。今回の
ような取り組みを継続して実施して、大人も子どもも自然にふれあい、守っていけるような街にした
いですね。
グリーンキッズに参加した子どもたちへ
グリーンキッズのみんなは、気温が40度に迫るような、とても暑い中でしたが、しっかりと生きも
のを観察して図かんをまとめてくれました。スケッチも良くかけていましたね。
あれから、池袋の森には行ってみましたか？ いろいろな季節や時間に観察をすると、思いがけない
発見があります。いろいろな自然の不思議に出会うためのヒントを少しだけ書きます。
抜け殻をたくさん見つけてくれたセミに注目してみましょう。夏の昼間には木の幹にとまって一生
懸命に鳴いていましたね。夏の夕方暗くなる頃にいってみると、セミの幼虫が歩いている姿を見つけ
ることができます。夜まで観察していれば、とても綺麗な羽化の様子が見られます。あの森で見つけ
た他の昆虫たちも、冬でも、卵や幼虫、蛹などに姿を変えてどこかにいるはずです。
池袋の森で見られた生きものはみんなの通っている小学校には住んでいるでしょうか？ 住んでい
ないのであれば、池袋の森と小学校はなにが違うのでしょうか？ どうすれば小学校に生きものがき
てくれるでしょうか。いろいろと観察して考えてみてください。大発見があれば教えてくださいね！
池袋で虫取りをしよう
（公財）日本生態系協会
主任研究員
吉田峰規
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「池袋の森」には、いろいろな種類の木がたくさん植えられて
います。その中には、学校に行く道や近くの公園で見た木もあっ
たと思いますが、何と言っても、一番の大木はユリノキです。ユ
リノキLiriodendronとは、初めてこの木の花を見た人が、百合
の花に似ているので付けた名前ですが、チューリップの花に似て
いると思った人は、チューリップノキtuliptreeと名付けました。
このユリノキは、もともとはアメリカのミシガン州などの林に生えていたもので、日本へは明治初
期に渡来しました。日本に渡来すると、外国では百合やチューリップの花に似ていたからと付けられ
た名前とは違って、相撲の行司が持つ軍
ぐん
配
ばい
や、奴
やっこだこ
凧、着物の半
はん
纏
てん
に似ているので、グンバイボク、ヤ
ッコダコノキ、そしてハンテンボクという名前が付けられました。　
このように一本の木なのに、国や人によってそれぞれ違った名前が付いてとてもおもしろいのですが、
付いた名前を並べてみると、共通していることがあります。それは何かに似ているということです。
付けられた木の名前をみれば、なんとも単純で簡単なようですが、名前を付けた人は、葉や花の色、
形、大きさなどを見続けて、何かに似ていないかと、いろいろと頭の中で思い描いていたことでしょ
う。そしてある日、家の前を通った人が着ている半纏をみて、「そうだ、半纏に似ているから、ハン
テンボクにしよう」と名付けたに違いないと思ってみました。それにしても、誰にでも納得してもら
える名前にするためには、一枚の葉を見続ける時間とひらめきが必要なように感じます。それにもう
一つ、名付けた人たちの花や葉の見方に、三段階あるように思えます。簡単に説明しますと、例えば
私たちは普段、興味や関心の無いものは「ぱっと見る」だけなのですが、関心のあるものは「じっと
見る」のです。さらに、もっとそのことを知りたいとなると、「じっと見ることをず〜っと続ける」こ
とをします。そうすると、ある日突然一瞬のひらめきとともに、知ろうとしていたことが形となって
表れ、「分かった」という心境になります。
グリーンキッズに参加した子どもたちへ
皆さんが描いたスケッチも名前を付けた植物学者のように、木の葉を手にして、鳥の羽のような
形で、手のひらより大きく、表面は少しザラザラで、小さな毛が生えて、色は濃い緑をしているな
どと、木の葉と「にらめっこ」をしたから描けたのです。
今回は木の葉や昆虫のスケッチをしましたが、これからも家にある、消しゴム、鉛筆、靴、かば
ん、時計、菓子箱、リンゴ、大根、本などの身近な物を、あわてずゆっくり「にらめっこ」をしなが
ら見続けて、スケッチをして下さい。そして色鉛筆や絵の具で色をつけ、上手に描けたと思ったら、
額に入れて部屋に飾って楽しんで下さい。
今度は皆さんといっしょに、大きな木と「にらめっこ」しながらスケッチをしたいと思っています。
「おおきな木は　なにを　かんがえているのかな
　おおきな木を　えに　かくと
　　おおきな木は　いろいろ　はなしをしてくれる」
（『木』　木島始：文　福音館　より）
スケッチは『にらめっこ』
庭園デザイナー
佐藤勇武
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日時　2018年7月23日（月）
9：30～15：30
場所　池袋の森 
（池袋平和通り商店街の一角）
講師　吉田峰規
（公財）日本生態系協会　主任研究員
佐藤勇武　
庭園デザイナー　634デザイン主宰
初めに、池袋の森を守る活動をしている岸本さんから、池袋の森にはど
のような生きものがすんでいるのか、またどのようにして森にすむトンボや
アゲハを増やす活動をしてきたのかというお話がありました。次に、吉田
先生がいろいろな図かんを見せながら、図かんをつくるときには、生きも
のを見つけた場所や特ちょうを観察して書くので、生きものがどんな場所
で見つかったかをしっかりとおぼえておく必要があること、また虫をとった
ことのない子もたくさんいたので、虫取りあみの使い方を教わりました。
そして、みんなで池袋の森に出て生きものをつかまえました。つかまえ
た後は、部屋にもどって、生きものの体長を測るときの方法を聞いたり、
生きものの名前を調べるための図かんの見方を教わりました。
としまの自然を 図かんにしよう
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午後は、植物の葉っぱや実などをとりにいきました。その後、佐藤先生
から花びらや葉っぱのかきかた、生きもののスケッチの仕方を教わり、練
習しました。練習した後にルーペを使いながら、自分たちでとってきた生
きものの絵をかきました。
生きものの特ちょう、絵などといっしょに、トレーシングペーパーを
使って、葉っぱをこすってみたり、スタンプ台を使って、葉っぱのスタ
ンプを押したりしながら、図かんをどんどん完成させていきました。
最後に、出来上がった図かんで工夫したところを全員が発表して、吉田
先生、佐藤先生から発表や作品について感想を話してもらいました。
写真提供：豊島ケーブルネットワーク
としまの自然を 図かんにしよう
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もっと
つくりたかった
（小１女子）
いろいろな虫がいて
カエルもいて
いろいろいたので
おもしろかった
（小５男子）
生きものを
上手くかけて
うれしかった
（小４女子）
虫を見つけて
たのしかった
（小４女子）
生きもの図かんが
とても楽しかった
（小４女子）
すごく暑かったけど、
図かんもうまくできて、
アイスも食べられて
良かったです
（小５女子）
すごく自ぜんと
ふれあえて、
たのしかった
（小2男子）
池袋にもたくさん
生きものがいると
分かってよかったです
（小４男子）
保護者の方の感想
参加者の感想
・熱中症対策で、飲み物やアイス、氷をいただいたこと、何度もお手洗いに連れていっ
てもらい、たくさん声をかけてもらったこと、本人から報告をもらいました。
　一年生でまだまだ世話がかかるのに、口だけは一人前なので、失礼も多々あったかと思
いますが、皆様のサポートのおかげで、とても楽しい夏休みの思い出になりました。
・楽しいイベントに参加させていただきありがとうございました。お迎えの際には、つ
かまえたカエル、ザリガニ、オタマジャクシなどを嬉しそうに、満足げに見せてくれ
ました。一人で参加し、楽しめたこと、内弁慶な息子に大きな成長が見られて嬉しく
思います。
・貴重な経験をさせていただいたこと、企画運営してくださった皆様に感謝いたしま
す。猛暑の中、お疲れさまでございました。ありがとうございました。
・来年もし機会があればまた参加したいです。虫を見つけたりお友だちと話したり、楽
しい時間を過ごせたそうです。
生きものさがしで
かえるを見つけるのが
楽しかった
（小４女子）
たのしかった
（小３女子、小２男子）
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池袋の森とは
「池袋の森」は、1997年（平成9年）に開園した豊島
区立の公園です。
池袋駅から歩いて約10分の池袋平和通り商店街の中に
あります。林政学者・島田錦蔵さんの屋敷の跡を区が買
い取って公園にしたものです。小さな敷地（面積：
1,501.27㎡）ですが、大きな木々と、芝生の広場、そし
てトンボ池があります。公園ができた時は、たくさんの生きものが暮らせる環境でしたが、
今はその時とは変わってしまい、かなりの手入れが必要な状態です。
池袋の森には、ベニバナトチノキ・メタセコイア・ラクウショウ・コウヨウザン・ユリ
ノキなど、主に外国から入ってきた（外来種）大木が多く生えています。このような大木
があることから、ヒヨドリ・メジロ・ウグイス・セキレイなどの野鳥も多く見られます。
池袋の森を守る活動
池袋平和通り商店街では、私たちの住んでいる地域に「アゲハとトンボを飛ばそう」と
いう活動を行っています。
その中の一つの活動として、今はビルの屋上にチョウが蜜を吸うことのできる花や食草
食樹を植えています。また、アゲハの卵、幼虫を天敵から保護をして育てています。サナ
ギになったらアゲハが好きなボランティアの人たちに育てて頂き、生まれた場所に戻して
頂いています。また、アゲハが蜜を吸うことのできる植物や産卵できるかんきつ系植物を
増やして頂き、生まれた卵と幼虫は商店街が代わりに育てる里親制度を行っています。チ
ョウの命を、チョウを愛する人に橋わたしし、育てることを応援する活動です。
二つ目の活動は、私たちの住んでいる地域にトンボを飛ばすことです。トンボのためだ
けの簡単な水そうや大き目のたらいに水草と止まり木を入れて屋上に置くだけでヤゴは生
まれます。商店街では学校などのプールから小学生と一緒にヤゴを救出し、屋上に設置し
た飼育池でトンボを育てて飛ばしています。ヤゴが羽化する状態になるとトンボを愛する
ボランティアの人に里親になって頂き、飛ばしてもらうこともあります。生まれた場所に
戻すことを応援する活動です。
グリーンキッズに参加した子どもたちへ
トンボやナミアゲハを育てることに長くたずさわっていると、昆虫世界の不思議がいろ
いろとわかってきて驚くことが多くなります。卵から生まれてからもサナギやヤゴになる
までに起こる多くの危険をみてきました。すべてのものが大空を飛べるわけではありませ
ん。しかし私たちが環境を整えると大空に飛び立っていくトンボやアゲハが多くなります。
池袋平和通り商店街振興組合　
理事長　
岸本明
10 としまグリーンキッズプロジェクト2018 11としまグリーンキッズプロジェクト2018
としまグリーンキッズを応援する人たちの想い
西池袋南町会 環境整備部
小野 礼子
西池袋南町会 環境整備部
遠山 定雄
としま NPO 推進協議会
幅上 敦
回のテーマは、生きものを見つけて観察し、スケッチし、図かんをつく
るというものでした。緑の少ないと言われる豊島区にある「池袋の森」。
そこには芝生広場、トンボ池、その他外来種の大木がたくさんあります。
子どもたちはにぎやかに森の中を駆け回り、トンボ池で竿などを使って生き
ものを探し出していました。枯れ葉の下から、「ヒキガエルを発見した！」とい
う声に集まり、触ったり眺めたり興味を示していました。草木やキイチゴがあ
るのを見つけると「食べられるの？」ときいていました。　　
葉っぱのつきかたや夏に咲く花を見つけ、一枝を大事に持ってみたり、それ
ぞれに好きな葉っぱを取ってスケッチをし、葉の形を当てはめて簡単な描き方
を学んでみたりしていました。
小屋の中はとても暑かったですが、子どもたちは、かち割り氷を口に入れて、
カリカリしながら、スケッチして図かんづくりをがんばっていました。
今
018年の暑かった夏の一日。池袋駅前の雑踏からほど近い場所にある、
小さな池と、草が生い茂った一角で、大きなカエル、トンボ、バッタ
をつかまえることに夢中になっている子どもたちのキラキラした表情
が印象的でした。夢中になりすぎて、池に落ちそうになる子どもや、水路に足
を取られてしまう子どもたちもいましたが、それだけ小さな生きものたちとふ
れあえる時間が、かけがえのないものだったのだろうと思います。
自分たちで見つけてきた草花や生きものを、じっくりと観察して、絵にする
ことも貴重な体験だったと思います。植物や動物の構造をよく理解しないと、
絵は描けないことを、身をもって感じてもらえたと思います。
子どもたちには、ずっとこの日のような旺盛な好奇心を持って成長していっ
てほしいと願います。何かに夢中になれる大人になってください。
２
たちの周辺に、自然の生きものは少ないと思いがちでしたが、よく観
察しますと、池袋の森には多くの生きものがいました。大きくなって
実をつけたビワの木も大切に育てられたようです。時間をかけて、も
う一度調べたいと思いました。家で飼っていた動物が放されたこともあって、
池や森には意外と思われる生きものもいました。生きものたちがお互いにかか
わりあって生きていることが分かります。
　飛べる生きものがこの森に来ているかもしれないと知りました。落ち葉の下
には、ダンゴムシやミミズがいました。今回は、あまり使われていないログハ
ウス風のたてもので、風通しが良くない中での図かんづくりでしたが、生きも
のはたくさん見つけられました。植木鉢に植物を植えて、虫やチョウをよんで
みませんか。
私
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NPO法人 ゼファー池袋まちづくり
石森 宏
リーンキッズプロジェクトが開催された日は記録的猛暑日で、子ども
たちの体調が心配でした。しかしそんな心配が吹き飛ぶほど子どもた
ちは元気いっぱい！ 積極的に自然にふれあっている姿がとても印象的
でした。
私自身池袋と関わりをもって約7年になりますが、池袋の森を訪れたのは今
回が初めてでした。都心の中とは思えない緑や昆虫、そしてカエルなど様々な
生きものがたくさんいて驚きました。子どもたちにとっても自分が住んでいる
ところに、こんなに豊かな自然があることを知る良いきっかけになったと思い
ます。参加してくれた子どもたちには、これからも自然に触れ合う機会を増や
して、自然をもっと好きになってもらえたらと思います。またそれと同時に、
池袋をはじめとする豊島区のことにも興味を持ち、愛着を持ってくれたら更に
うれしいです！
グ
さい頃、池袋駅前にも原っぱがたくさんありました。水たまりに木片
で作った船を浮かべて遊んだことを思い出します。幅２メートルくら
いの水たまりでもアメンボが浮かび、ボウフラが浮き沈みしていまし
た。トンボも飛んできます。オニヤンマが来ると必死で追いかけました。晴れ
の日が続くと水たまりは消え、虫たちも蒸発してしまいます。子ども心に生の
営みを感じましたね。小さい頃って、60年以上前の5、6歳の頃のことですが。
池袋の森は森といえる大きさではないけれど、池があり、大きな木もあり、し
っかり自然の生態系が保たれています。池袋平和通り商店街に面し、ここの会長
は屋上で蝶を育て、メダカ、ヤゴ、イトミミズまで飼っています。「アゲハとトン
ボを飛ばそう」という活動をしており、池袋の森も管理する都会の自然請負人です。
　猛暑の中、ここで子どもたちが「生きもの探し」と「生きものスケッチ」を
先生のもとで体験したこと―私には先生はいなかったけれど―が、身体に浸み
入る体験になっていたらうれしいです。
小
島区にこのように緑と生きものが住む自然豊かな場所があることに驚
きました。
今回のプロジェクトで印象的だったことは、自然とふれあっている
子どもたちがとても好奇心にあふれていたことです。参加してくれた子どもた
ちの笑顔が輝いていました。
生きものや植物にふれ、観察し、スケッチしたものが最後に自分だけの図かん
になる。それぞれにテーマを決め、それに向かって全力で楽しく学んでいました。
貴重な経験になったと感じてくれたら嬉しいですね。
大人の目線ではなく、子どもたちの目線から発見することがたくさんの１日
で、とても刺激をうけました。この経験を通じて、身近な自然にふれることの
楽しさや、自然を大切にしようという心が芽生えてくれると良いなと思います。
豊
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立教大学 ESD 研究所
加藤 尚
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楽々 敏恵
日は、39℃の暑さでしたが、全員が生きもの観察から図かんづくりま
で参加できて本当に良かったです！ 虫や生きものをつかまえるのが初
めての子もいましたが、「どんなところに生きものがかくれているか
な？」「どうやったらつかまえることができるんだろう」と友だちと一緒に考え
ながら、生きものがいそうな場所を見つけて、つかまえることができていまし
た。また、ルーペを使って、虫や植物の細かい部分まで観察して特ちょうを書
いてみること、長さをはかってみること、図かんを使って調べてみることなど、
たくさんのことを1日で体験できたのではないかと思います。表紙に木の実や
葉っぱをつけて飾る子、池袋の森の絵をかく子など、それぞれが工夫をこらし
た図かんが出来上がりました。みんなの前で、自分で作った図かんを誇らしげ
に見せて発表している子どもたちの姿がとても印象的でした。
当
日は大変な猛暑日でしたが、子どもたちは暑さに負けず植物や生きも
の探しに夢中になっていました。図かんづくりでは、採ってきた葉や
カエルなどを自慢げに見せてくれたり、初めて会った友達と仲良く作
業していた姿が印象的でした。
「自然」とふれあうことで、自然に会話が弾んで、人と人が繋がっていきやす
い環境になるんだと感じました。
自然は怖いもの、面倒くさいものと思われがちですが、こうしたイベントを
通して都会にも生きものや植物がいるんだということを知り、今後はそういう
気づかなかった小さな自然に目を向けて、その小さな自然に興味を持ってもら
えたらこのイベントを開催した意義があったと思います。また、地域社会との
関わりが希薄になっているこの時代に地域のいろいろな人と関われるイベント
を今後も継続していく必要があると感じました。
当
今、都会で暮らす子どもたちは自然とふれあう機会が減り、虫を触る
ことができない子が多いと感じていましたが、「としまグリーンキッズ
プロジェクト」に参加した子どもたちの多くが、自ら草むらに飛び込
みセミやチョウ、カエルを追いかけていることに大変驚きました。もちろん、
中には恐る恐る友たちがつかまえた虫を眺めている子もいましたが、徐々に周
りに触発され、気が付くと皆と同じように元気に昆虫を追いかけるようになっ
ていました。このように、専門知識のある先生の目を通して、身近にある自然
の面白さを肌で感じることのできる今回のワークショップは、子どもたちにと
って新しい出会いの詰まった有意義な時間だったのではないかと思います。ま
た、子どもたちのパワーと専門知識があれば区内の公園でも、楽しく遊ぶこと
ができるのだと改めて気付かされました。
昨
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観察ノートのつくりかた
★観察した昆虫や植物の名前、重さ、大きさ、発見した場所などをスケッチ横にかくと観察ノートらしくなります。
★表紙に『観察ノート』などのタイトルをつけたり、ビーズやボタン、色紙など好きなものでかざったりすると、
自分だけのオリジナル観察ノートができあがります。
★観察ノートを広げてひもでむすぶと、つくえの上に立てて飾ることができます。
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材料：長方形の紙（お好みのサイズでよいです。写真は4切りサイズです）、
厚紙（表紙用）、のり、ひも4本（リボンや毛糸でも可）
道具：はさみまたはカッター、キリ（あなを開けられるものであれば他の物で
もよい）、じょうぎ
①画用紙をよこ半分に2つに切る
②切った画用紙を同じ大きさで、
じゃばら折りにする
⑤カットした表裏の各厚紙の端に
キリで2カ所穴を空ける
⑥表・裏の表紙それぞれの穴に
ひもを通す
⑦ひもが穴からぬけ落ちないように
両端をむすぶ
⑧表・裏の表紙に画用紙の最初と最後の
ページを、ひもがついていない側の端
にそろえてのりでつける。のりがかわ
くまで待つとできあがり。
④表・裏の表紙となる厚紙をカットする
③ 2枚の画用紙をのりでつなぎ合わせる
※使う画用紙のサイズによりますが、
だいたい3〜4つ折りがよい。
※のりではりつけて1枚につながった時、
折り目が逆にならないように注意！
画用紙の面のサイズより一回り大きく
カットするとバランスがいいです。
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